













































































































































































































































のだった。そして，翌年，日本は明治時代を迎えるのである（吉田 1985: 7, 
20-30; 國 2010: 27-43）。 
2) 政治的儀式としての内国勧業博覧会のはじまり 
















































販売を促進する効果があった（國 2005: 51-80；2010: 91-103）。こうして，
国家の近代化いう政治的意図をもって始められた内国博は，第二回目（1881
年 3 月 1 日～6 月 30 日），第三回（1890 年 4 月 1 日～7 月 31 日）と上野公
園で開催された。第四回開催をめぐっては招致合戦が繰り広げられ，京都で






























よる参考館付属のパビリオン建設している。結局，14 カ国 18 地域が参加し，
「内国」博覧会というよりも小規模な万国博覧会としての様相を呈した（國 
2005: 165-174）。 
こうして，1903 年 3 月 1 日，第五回内国博の「開場式」が開催された。
しかし，4 月 20 日に天皇臨席のもと盛大に「開会式」が開催されている。
少々ややこしいが，これは，内国博を開会するのは天皇の役割であって，天
皇が来場しなくても場所は開かれるが（開場式），会は開かれないためであ
る。博覧会という空間は，天皇のための政治的空間だったのだ（松田 2003: 49; 





昼･夜および水族館の来場者を含めると，530 万人にものぼる（國 2005: 























































展示したのである（金城 2005: 43-44）。 
2) 人類館事件(1)：清韓両国人の展示中止 
1903 年 2 月の『東京人類学会雑誌』203 号に，雑報として，第五回内国博
での人類館発起人から坪井のもとに標本出品の協力依頼が来ていること，そ
してもっと早く相談があればよかったとの感想が掲載されている（東京人類






































にも働きかけ外交ルートによる交渉を求めた（大塚 1985: 22; 北岡 2002: 





とした（松田 2003: 121-122）。 
人類館は，あらたに「学術」の冠をつけて，「学術人類館」として，1903
年 3 月 10 日の開会を迎えた。このとき，すでに清国人の「展示」は行われ
ていなかった。しかし，3 月 18 日，同館を訪れた朝鮮人が，朝鮮人の「展
示」をみて，大阪府警察部長宛に抗議を行い，その抗議の模様は，日本の新
聞『大阪朝日新聞』でも報道された。また，抗議は，韓国公使から外務省に





































































た。こうして，周宏業が大阪に派遣された（大塚 1984: 23; 厳 1991: 106; 北



























































































































































































外務省（1903）「機密送第 16 号 人類館ヨリ清韓両国人ヲ除去セシメルベ
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（参考文献） 
演劇「人類館」上演を実現させたい会（2005）『人類館―封印された扉』ア
ットワークス 
本書は，人類館事件について多角的な論考やシンポジウムの記録が収め
られており，また「隠し扉」として収められた資料が非常に充実してい
る。本章は，清国人に焦点をあてたため，沖縄の人びとが展示されたこ
とについて触れていない。しかし，人類館事件の全体像を知るうえで，
沖縄の人びとの展示と抗議運動，そして抗議言説の問題は，清国人留学
生の抗議運動と同様に，現代的な示唆を与えてくれる。もしも人類館事
件そのものに関心があるならば，本書を手にとることを勧める。 
吉見俊哉（2010）『博覧会の政治学―まなざしの近代』講談社。 
本書は，1992 年に中公新書として出版されたものが，装いを新たに講談
社学術文庫として 2010 年に再び出版されたものである。本書は，日本
の博覧会研究の「古典」ともいうべき位置づけにあり，多くの文献で引
用されている。本書では，博覧会という場が生み出したミクロな権力の
作用が明らかにされ，そしてスペクタクル社会理論を提示している。博
覧会研究に関心があるものや，政治的なイベントの場が生み出す権力作
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用を考察したいものにとって，必読の文献である。 
松田京子（2003） 『帝国の視線―博覧会と異文化表象』吉川弘文館。 
本書は，エドワード・サイードのオリエンタリズムに基づき，「他者」
の表象のありかたをめぐる「知」と権力の関係について，主に第五回内
国勧業博覧会を中心として論じた力作である。本章で詳しく論及するこ
とができなかったが，博覧会という場で肉体的に感じることができた
「他者」に関する意味の網は，来場者に深く刻みこまれたはずであり，
日本の他者へのまなざしを考えるうえで，重要な示唆をあたえる本であ
る。本書で詳細に述べることができなかったが，坪井正五郎をはじめと
する当時の人類学がはたした他者表象への影響について関心があるな
らば，本書は非常に有意義な視点を提供してくれるだろう。 
 
